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はじめに、私の個人的な理解 

• クラウドコンピューティングの基盤を構成する情報通
信技術の殆どはその萌芽が１９９０年代よりあった旧
来の技術である。したがって、個々の要素技術につい
てその新規性を論じるべきものではなく、さまざまな
要素技術の組合せによって、高度な可用性、運用生産
性・経済性等を実現すべく再構成された技術的集積と
理解すべきである。 

• クラウドコンピューティングは、これまでコンピュー
タ・ハードウェアやソフトウェア・パッケージといっ
た「物」の流通や人的「労務」の提供を基として築か
れてきた情報通信技術産業構造を、ハードウェアやソ
フトウェアの「機能」、あるいはその機能を用いた
「サービス」の提供を基とする産業構造へと転換させ
るものである。 



 「分散」から「集中」への回帰 
 「所有」から「利用」への転換 

クラウドコンピューティングへ至る背景 
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情報システム運用管理の変化 
分散(クライアント)から集中(サーバ)へ 

大量導入され、「分散」配置されたパソコンの保守・運用管理負担
が急激に増大したため、ソフトウェアやデータ等の情報システム資
源をサーバ側に「集中」し、管理する方式への需要が高まった。 

自己設備保有 
On-Premise 
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「所有」から「利用」へ 
自己設備保有から外部設備利用への移行 

「所有」による情報システム設備調達・保守・運用管理のためのコ
スト負担が増したため、外部データセンター保有の情報システム資
源の「利用」によるコスト削減が注目されるようになった。 

自己設備保有 
On-Premise 

外部設備利用 
Off-Premise 
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外部設備利用 
Off-Premise 

オンデマンド 
On-Demand 
外部設備利用 
Off-Premise 

「利用」のオンデマンド化 
情報システムの規模の拡大、広域分散化が進行すると共に、情報シス
テム技術革新に対する迅速な対応の必要性が高まり、情報システム資
源調達のオンデマンド「利用」への需要が高まった。 
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企業情報システム利用環境の変化と 
活用のための諸課題への認識の高まり 
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1995～ 2000～ 2005～ 2010～ 

TCO削減 

セキュリティ対策 

ウェブ化 

個人情報保護 

情報漏洩防止 

クラウド化 

事業継続計画 

非PC化 

企業情報システムに求められる諸課題の変遷 

これら諸課題により企業内情報システムの運用管理負担が増大した 
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火災 

食中毒、集団感染 

台風・洪水・豪雨 

科学技術 
災害 

雹
・
雷
・
猛
暑
・
渇
水
 

森
林
火
災
・
干
ば
つ
 

妨
害
・
窃
盗
 

詐
欺
・
暴
力
 

事業への影響 

発
生
頻
度 

大 

多 

中小企業庁「中小企業BCP策定運用指針」より 

企業を取り巻くさまざまなリスク要因 

これらリスクへの対応策を図るのは中小企業単独ではコスト的に困難 
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情報システムを利用するワークスタイルの変化 

ノマド（遊牧民）ワーカー 在宅ワーク 

フリーロケーション・オフィス マルチデバイス対応 

これらワークスタイルの変化に対応するサービスがクラウドで提供される 
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クラウド・コンピューティングとは？ 
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大規模 弾性コンピューティング 

均質性 地理的分散 

仮想化 サービス指向 

廉価なソフトウェア 高度なセキュリティ 

広域ネットワークアクセス 俊敏な伸縮性 

資源の共用化 計測されたサービス 

オンデマンド・セルフサービス 

SaaS 
Software as a 

Service 

PaaS 
Platform as a 

Service 

IaaS 
Infrastructure as a 

Service 

Hybrid Cloud 

Private 
Cloud 

Communit
y Cloud 

Public 
Cloud 

デプロイメント・
モデル 

サービス・ 
モデル 

基本特性 

一般特性 

NISTによるクラウド定義の枠組み 
アメリカ国立標準技術研究所(National Institute of Standards and Technology) 
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ネットワーク機器 

物理サーバ機器 

オペレーティング・システム 

通信網 

データベース・システム ウェブ・サーバ 

アプリケーション・ソフトウェア 

開発ツール 運用管理ツール 

サーバ仮想化 

プレゼンテーション層／アプリケーション仮想化 
使
用
量
計
測
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物理ストレージ 

ストレージ仮想化 

ネットワーク層仮想化 

クラウド・サービス基盤全体像 
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ネットワーク機器 

物理サーバ機器 

オペレーティング・システム 

通信網 

データベース・システム ウェブ・サーバ 

アプリケーション・ソフトウェア 

開発ツール 運用管理ツール 

サーバ仮想化 
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ストレージ仮想化 

ネットワーク層仮想化 

Infrastructure as a Service 
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ネットワーク機器 

物理サーバ機器 

オペレーティング・システム 

通信網 

データベース・システム ウェブ・サーバ 

アプリケーション・ソフトウェア 
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ストレージ仮想化 

ネットワーク層仮想化 

Platform as a Service 
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ネットワーク機器 

物理サーバ機器 

オペレーティング・システム 

通信網 

データベース・システム ウェブ・サーバ 

アプリケーション・ソフトウェア 

開発ツール 運用管理ツール 

サーバ仮想化 
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ストレージ仮想化 

ネットワーク層仮想化 

Software as a Service 
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クラウド・コンピューティング 
導入モデル 
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1. プライベート・クラウド 
 クラウド基盤は、単一組織によってのみ運用される。管理はその組織自身

による場合と、第三者に委ねられる場合がある。クラウド基盤を自己保有
する場合もあれば、第三者が保有するものを利用する場合もある。 

2. コミュニティ・クラウド 
クラウド基盤は、複数の組織によって共有され、組織間共通の関心（例：
任務、セキュリティ要件、ポリシー、順守事項）を持つ特定のコミュニ
ティによる利用に供される。クラウド基盤を自己保有する場合もあれば、
第三者が保有するものを利用する場合もある。 

3. パブリック・クラウド 
 クラウド基盤は、一般大衆あるいは大きな企業集団に対して提供され、ク

ラウド・サービスを提供する組織により保有される。 
4. ハイブリッド・クラウド 
 クラウド基盤は、それぞれ固有のままの複数のクラウド（プライベート、

コミュニティ、あるいはパブリック）により構成され、標準あるいは固有
の技術（例：クラウド間のロード・バランシングのためのクラウド・バー
スティング）により相互接続され、データやアプリケーションの可搬性が
確保される。 

クラウドコンピューティング利用モデル 
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所有者 設置場所 運用管理 利用者 

プライベート 
クラウド 

利用組織 
利用組織 
／第三者 

利用組織 
／第三者 

利用組織構成員 

コミュニティ 
クラウド 

複数利用組織 
／第三者 

複数利用組織 
／第三者 

複数利用組織 
／第三者 

複数利用組織 
構成員 

パブリック 
クラウド 

第三者 第三者 第三者 不特定多数 

ハイブリッド 
クラウド 

利用組織 
＋第三者 

利用組織 
＋第三者 

利用組織 
＋第三者 

利用組織構成員
／不特定多数 

クラウドコンピューティング導入モデル 
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固定 

従来型情報
サービス 

外部運用型
サービス 

公共クラウド
サービス 

私有クラウ
ドサービス 

課金モデル 
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Off 
Premises 

Shared 

従量 

Off Premises 
Dedicated 

On 
Premises 

Utility 

混合 

 On Premises 

企業規模および業種に応じた 
適切なサービスモデルの選択および組合せ 

リスク対応 
自己管理重視 

オンデマンド 
コスト低減重視 

コスト低減 
カスタマイズ重視 

自前主義 

小規模企業 

大規模企業
グループ 

大規模企業 

中規模企業 

20 



クラウドコンピューティングの 
既存情報産業への影響 
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これまでの企業内情報システム 
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開発エンジニア 

運用管理者 

企業側情報設備資源 
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企業内情報システムのクラウド化 
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企業側情報設備資源 クラウド側情報設備資源 

運用管理者 

開発エンジニア 
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情報通信系基幹設備が
オフィスから消える 

情報通信系設備のコ
モディティ化の加速 

クラウドで取り扱われるサービスは多種多様 
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失われるビジネス機会 

情報機器流通事業者 
システムインテグレータ等 
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ユーザ企業 



従来製品・サービス サービス・タイプ 提供クラウド例 

 ハードウェア  IaaS  AWS/EC2  

 基本ソフトウェア  IaaS  AWS/EC2 

 データベース  IaaS/PaaS  AWS/EC2 

 ファイル・システム  IaaS/PaaS  AWS/S3 

 システム開発ツール  PaaS  Google, Force.com, ZOHO 

 システム設計  システム・インテグレータ   

 システム開発  PaaS 
 システム・インテグレータ  Google, Force.com, ZOHO 

 システム保守・運用  PaaS 
 システム・インテグレータ  Google, Force.com, ZOHO 

 ユーティリティ  SaaS  Google, Salesforce.com, ZOHO 

 アプリケーション  SaaS  Google, Salesforce.com, ZOHO 

情報系技術企業にとって 
失われつつある従来製品・サービスの事業機会 

このように事業機会が
狭まってしまうと、充
分な売上を立てること

が難しい 

26 



失われたビジネス機会を 
再び取り戻すためには？ 

情報機器流通事業者 
システムインテグレータ等 
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ユーザ企業 



Cloud 
Computing 

急速に衰退する 
従来の情報通信ビジネス・モデル 

クラウド上に展開される 
新しい情報通信ビジネス・モデル 

パラダイム・シフト 
の架け橋 

情報通信業界のパラダイム・シフト 

音声通話の無料化 

流通ソフトウェアの不振 

ハードウェアのコモディティ化 

クラウド上のサービスの
増加と普及 

インターネットの社会基盤
としての確立 
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クラウドサービス流通の中で 
注目される新たな役割 

クラウドサービス・インテグレータ 
クラウドサービス・ブローカ 
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クラウドサービス・エコシステムの進化 

サービス 
プロバイダ 

エンドユーザ 

単純なサービスを個別に個々のユーザが利用するならば直販で構わない 

マーケット 

サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
プロバイダ 

ユーザ 
管理者 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

組織内でのユーザが増えてくるとユーザを管理する人が必要になる 

サービス 
ブローカ 

マーケット 

サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
プロバイダ 

ユーザ 
管理者 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

エンドユーザ 

サービスの利用難易度が上がり、組合せが複雑になれば、サポートが必要になる 

マーケット 

サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
提供 サービス 

提供 サービス 
プロバイダ 

利用するサービスの種類が増えるとそれをワンストップで買う場が必要になる 

エンドユーザ 
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クラウドサービス導入、管理、利用のためのユーザ教育・セルフサービス化 

クラウドサービス流通、販売のための組織体系 

クラウドサービス流通、販売、導入、管理、利用のための技術 
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業種別サービス 

一般業務サービス 

会計、給与、顧客管理、BI 

オフィス・デスクトップ 

ワープロ、表計算 

コミュニケーション／コラボレーション 

グループウェア、SNS、ウェブ会議 

基本ITサービス 

メール、住所録、スケジュール管理、セキュリティ 

Software as a Service 

Platform as a Service 

Infrastructure as a Service 

クラウドサービス体系 
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クラウドサービス・ブローカ 

ユーザ 
管理者 

ユーザ 
管理者 

ユーザ 
管理者 

販売管理・指導支援 

小売 
利用支援 

販売管理・指導支援 

小売 
利用支援 

販売管理・指導支援 

小売 
利用支援 

ブローカ 

 
 
 
 
 
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
 

仕入 卸売 

仕入 卸売 

仕入 卸売 

市場管理人 

マーケット ユーザ プロバイダー 
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アプリケーショ
ン・ホスティン
グ・サービス 

プライベート・ク
ラウド構築・運用
サービス 

クラウドサービス統合管理基盤 

パブリック・クラウド統合サービス 
プライベート・クラウ

ド統合サービス 

ユーザ企業 
ハイブリッドクラウド統合ポータル 

ユーザ企業 
営業部 

ユーザ企業 
製造部 

ユーザ企業 
総務部 

アダプター アダプター アダプター アダプター 

クラウドサービス・インテグレータ 
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ありがとうございました 

〒160-0022 東京都新宿区新宿1-3-12  壱丁目参番館2階 
電話：03-3350-9300  FAX：03-3356-4450 

http://www.kitASP.com/ 
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